
１．はじめに

保幼小の連携が重要な課題であるという認識は広ま

りつつあり，園児と児童同士が相互に訪問し，共同イ

ベントを実施するなど，人的な交流がなされつつある。

しかし，就学前教育と教科教育の連続性を図る系統的

カリキュラムの開発や，実践方法の検討，教材の開発

等については，多くの課題が残されている。活動の前

提としてある程度の技能が必要とされる音楽教育で

は，小学校入学時の児童間に見られる著しい音楽的な

能力差は，以後の長い音楽科教育の根本に関わる問題

として憂慮すべき課題である。就学前から，豊かな音

楽経験とある程度の技能を身に付けることは，発達的

視点からも必要なことであると考える。そこで本研究

では，幼児の音楽的発達の過程を調査するとともに，

音楽表現という視点から幼稚園での音楽活動を検討し

たい。

本研究者たちは，これまでに子どものピッチマッチ

ング能力の発達に関する研究１）や，就学前教育にお

ける音楽活動と子どもの歌唱能力との関連性に関する

研究２）等を行ってきた。前者は子どもの音高弁別・

再生能力を対象とした個別調査であり，後者は発表会

等での子どもの斉唱を対象とした調査であった。これ

らの研究で明らかにできなかったのは，子どもが一斉

に歌唱しているときの個々人の歌声であった。そこで，

本研究者たちは，斉唱時における子どもの歌唱実態に

着目し，異なる伴奏条件下でどのように子どもの歌唱

が変化するのか，また自分の声をモニターするのとし

ないのではどう得点が変わっていくのかについて明ら

かにすることを目的とし，小学校で調査を行った３）。

その結果，全体的には，自分の声をモニターした条

件の方が正確な音高を保つには効果的であることがわ

かった。その他の条件に関しては，小学校の学年に応

じて得点が変容することが明らかとなった。そこで本

研究では，幼稚園児を対象として，一斉歌唱活動時に，

異なる条件下で，幼児個々の歌声がどのように変化す

るのかを明らかにすることを目的とする。（三村真弓）

２．調査の目的・方法

幼児が集団で一斉歌唱活動をする際に，個々の幼児

が実際にはどのような歌唱をしているのか，その実態

を明らかにする。とりわけ本研究の興味は，一斉歌唱

活動時に自分の声が聞こえているか否かによって正確

な歌唱に影響を及ぼすのか，また，歌唱に伴奏が伴う

か否かによって正確な歌唱に影響を及ぼすのか，とい

う点にある。したがって，通常どおり一斉歌唱する条

件（イヤホン無）と一斉歌唱活動時に周囲の音に惑わ

されないように，イヤホンを装着し，自分の声をモニ

ターしながら歌唱する条件（イヤホン有），および伴

奏を付けて歌唱する条件（伴奏）と無伴奏で歌唱する

条件（アカペラ）を組み合わせ，次の４条件を設定し，

幼児にとって歌唱しやすい環境について明らかにす

る。

条件１：イヤホン無・伴奏

条件２：イヤホン無・アカペラ

条件３：イヤホン有・伴奏
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条件４：イヤホン有・アカペラ

調査は2010年12月中旬に行われた。調査に参加した

幼児は，年少（Ａクラス25名，Ｂクラス20名），年中

（Ｃクラス22名，Ｄクラス30名），年長（Ｅクラス23名，

Ｆクラス34名）の計154名である。

クラスごとに日常で歌唱している歌を課題曲４）と

し，保育者の指示に従って歌唱を行った。Ａ～Ｆ全て

のクラスにおいて毎日１回５分程度の歌唱活動を行っ

ており，その頻度に差はない。

調査の手続きは以下である。①調査者が，幼児のポ

ケットにＩＣレコーダー（OLYMPUS Voice Trek V-

41）を入れ，襟元にマイクロフォン（SONY ECM-

C10）を装着する。②保育者のピアノ伴奏で既習曲を

一斉歌唱する【条件１】。③保育者が開始音をピアノ

で提示し，アカペラで一斉歌唱する【条件２】。④調

査者が，幼児の片耳にイヤホンを装着する。⑤イヤホ

ンで自分の声をモニターしながら，保育者のピアノ伴

奏で一斉歌唱する【条件３】。⑥保育者が開始音をピ

アノで提示し，イヤホンで自分の声をモニターしなが

ら，アカペラで一斉歌唱する【条件４】。

ＩＣレコーダーに録音した幼児個々の歌声は，音楽

科教員養成課程に在籍する学生８名によって，４つの

条件ごとに次の観点で評価された。すなわち，観点１

「どの程度歌っているか」（％），観点２「音高の正確

さ」（５段階評価），観点３「どなり声の程度」（３段

階評価）である。観点２の評価基準を表１に，観点３

の評価基準を表２に示す。

３．結果と考察

本調査ではクラスによって課題曲が異なるために，

年齢別，クラス別に結果を示し，総合考察を行う。年

少Ｂクラスを除く全てのクラスにおいて，観点１「ど

の程度歌っているか」について75％以上の高い評価が

得られたこと，また，４つの条件間で顕著なばらつき

がみられないことから，幼児の課題への取り組みはお

おむね適切に行われたといってよい５）。

ここでは，まず観点２「音高の正確さ」について曲

全体を対象とした分析結果を示し，次いで音域をＧ４

未満およびＧ４以上に分けた分析結果を示す。そして，

観点３「どなり声の程度」についての分析結果を示す。

１）全体の音高の正確さ

（１）年　　少

図１は，年少Ａクラス・Ｂクラスにおける条件別に

みた音高の正確さを示したものである。４つの全ての

条件において３点未満という結果であり，全体的な音

高の正確さに欠けていた。条件間を比較すると，Ａク

ラスは条件４＞条件３＞条件１＞条件２の順に得点が

高かった。Ｂクラスは条件３＝条件４＞条件１＞条件

２の順に得点が高かった。すなわち，「イヤホン有・

伴奏」および「イヤホン有・アカペラ」の２つの条件

において比較的正確な音高で歌唱しているといえる。

換言すれば，イヤホンを通して自分の声をモニターす

る状況が音高の正確さを導く主な要因となっている。

また，自分の声が周囲から聞こえる声にかき消され，

なおかつピアノ伴奏による音高の支えがない「イヤホ

ン無・アカペラ」の条件では，最も音高の正確さを欠

いた歌唱をしているといえる。

（２）年　　中

図２は，年中Ｃクラス・Ｄクラスにおける条件別に

みた音高の正確さを示したものである。４つの全ての

条件において３点未満という結果であり，年少同様に

全体的な音高の正確さに欠けていた。条件間を比較す

ると，Ｃクラスは条件３＞条件１＞条件４＞条件２の

順に得点が高かった。Ｄクラスは条件３＞条件４≒条
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A 1.40 1.27 1.46 1.53

B 2.10 1.80 2.16 2.16
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図１　条件別の音高の正確さ（年少）

表１　観点２「音高の正確さ」の評価基準

表２　観点３「どなり声の程度」の評価基準



件１＞条件２の順に得点が高かった（条件４と条件１

はわずか0.01点差である）。すなわち，条件３「イヤ

ホン有・伴奏」の場合が最も得点が高く，自分の声を

モニターしながら伴奏付きで歌唱する場合に最も正確

な音高で歌唱ができるといえる。また，年少と同様に，

条件２「イヤホン無・アカペラ」の場合が最も得点が

低く，自分の声も聞こえず伴奏の音もない場合に，音

高の正確さ欠いた歌唱をする傾向にあるといえる。

（３）年　　長

図３は，年長Ｅクラス・Ｆクラスにおける条件別に

みた音高の正確さを示したものである。４つの全ての

条件において３点未満という結果であり，全体的な音

高の正確さには欠けるものの，年少および年中よりも

得点が高く，３つの年齢のなかでは比較的正確な音高

で歌唱していた。条件間を比較すると，Ｅクラス・Ｆ

クラスともに条件３＞条件１＞条件４＞条件２の順で

得点が高かった。すなわち，条件３「イヤホン有・伴

奏」の場合が最も得点が高く，自分の声を聴きながら

伴奏付きで歌唱する場合に最も正確な音高で歌唱でき

るといえる。また，条件２「イヤホン無・アカペラ」

の場合が最も得点が低く，自分の声が聴き取れず，な

おかつ伴奏による音高の支えがない場合に最も音高の

正確さを欠いた歌唱をする傾向にあるといえる。

（４）全体の音高の正確さの検討

まず，年齢別に条件別の音高の正確さを検討する。

年少では，伴奏の有無の要因よりもイヤホンの有無の

要因の方が正確な音高での歌唱に影響を与えうること

が示唆された。年中および年長では，イヤホンの有無

の要因よりも伴奏の有無の要因の方が正確な音高での

歌唱に影響を与えうることが示唆された。このように，

年少と年中および年長の間で音高の正確さの要因に差

がある点については，次のように解釈できる。年少の

発達段階では歌唱能力が未分化であり，外界からの音

に対する反応や自分の声に対する反応はあるものの，

それらを相互に関連させて歌唱することに関しては発

達の途上だと考えられる。したがって，低年齢の幼児

にとっては１人称の世界における「自分」の声が歌唱

の際には最も重要となり，外界からの音刺激である伴

奏を聴きながらそれに自分の声を合わせる技術の精度

はまだ高くないために，伴奏があるか否かよりもイヤ

ホンで自分の声が聞こえるか否かの方がより重要な要

因となる。

年中および年長では，概して条件２と条件４の得点

が低かった。すなわち，アカペラで歌唱する状況にお

いて音高の正確さに欠けていたのである。したがって，

次に，アカペラ条件下でイヤホンの有無が音高の正確

さに与える影響を検討する。図４は，クラス別に条件

２（イヤホン無）および条件４（イヤホン有）の得点

を比較したものである。年少から年長までの全てのク

ラスにおいて条件２よりも条件４の方が得点が高かっ

た。すなわち，アカペラで歌唱する状況では，イヤホ

ンを装着し自分の声をモニターしながら歌唱すること

によって正確な音高での歌唱が期待できることが示さ

れた。

以上のことから，次のことが示唆される。①年長で

はより正確な音高での歌唱が可能となる。②最も正確

な音高で歌唱できるのは，自分の声が聞こえ，かつ伴

奏付きで歌唱する場合（条件３）である。③正確な音高
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図２　条件別の音高の正確さ（年中）
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図３　条件別の音高の正確さ（年長）
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図４　アカペラ条件下におけるイヤホン有無の比較



で歌唱しにくいのは，周囲の歌声で自分の声がかき消

され，かつアカペラで歌唱する場合（条件２）である。

④年少では，伴奏の有無よりも自分の声が聞こえるか

否かの方が重要な要因となり，自分の声が聞こえる状

況であれば比較的正確な音高での歌唱が期待できる。

また，自分の声が聞こえにくい状況では，正確な音高

での歌唱を引き出すために伴奏等による音高の支えが

必要となる。⑤年中および年長では，伴奏の有無が重

要な要因となる。⑥全ての年齢において，アカペラで

歌唱する際には自分の声が聞こえる状況を作り出すこ

とによって正確な音高での歌唱が期待できる。

２）音域による音高の正確さ

音高の正確さについてさらに詳細に検討するため

に，音域をＧ４未満の低音域群とＧ４以上の高音域群

の２群に分けて評価を行い，その分析結果を示す。

（１）年　　少

図５は，年少Ａクラス・Ｂクラスにおける条件別・

音域群別にみた音高の正確さを示したものである。ど

ちらのクラスもＧ４以上の高音域群よりもＧ４未満の

低音域群の方が得点が高かった。

（２）年　　中

図６は，年中Ｃクラス・Ｄクラスにおける条件別・

音域群別にみた音高の正確さを示したものである。ど

ちらのクラスもＧ４以上の高音域群よりもＧ４未満の

低音域群の方が得点が高かった。

（３）年　　長

図７は，年長Ｅクラス・Ｆクラスにおける条件別・

音域群別にみた音高の正確さを示したものである。ど

ちらのクラスもＧ４以上の高音域群よりもＧ４未満の

低音域群の方が得点が高かった。

（４）音域による音高の正確さの検討

全ての年齢の全てのクラスにおいてＧ４未満の低音

域群の得点が高い結果であった。これは，本調査の課

題曲がそうであるように，多くの歌唱教材曲に含まれ

るＣ４からＣ５のオクターブのうち，低い音域の方が

正確な音高で歌唱しやすいことを示している。この点

に関しては，幼児の歌唱可能声域が一般にそれほど広

くはないこと６），また幼児が最も自発的に歌唱した音

高がＤ４からＥ４あたりであること７）といった先行

研究における知見が関連しており，これらの知見は本

調査においてＧ４未満の得点が高かったことの根拠と

なるだろう。

３）どなり声

（１）年　　少

図８は，年少Ａクラス・Ｂクラスにおける条件別に

みたどなり声の程度を示したものである。なお，得点

が低いほどどなり声で歌っていることを示している。

条件１または条件２の得点が低いことから，イヤホン

無しで自分の声があまり聴き取れない状況においてど

なり声になりやすい傾向にあるといえる。また，どち

らのクラスも条件４の得点が最も高く，イヤホンで自

分の声をモニターしながらアカペラで歌唱する状況に
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図５　条件別・音域群別の音高の正確さ（年少）
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図７　条件別・音域群別の音高の正確さ（年長）

G4 G4 G4 G4 G4 G4 G4 G4

1 2 3 4

C 1.60 1.55 1.35 1.32 1.99 1.86 1.62 1.51

D 2.25 2.01 2.00 1.65 2.38 2.04 2.31 2.00

0.00

1.00

2.00

3.00

図６　条件別・音域群別の音高の正確さ（年中）



おいて最もどならず歌声に近い声になるといえる。

（２）年　　中

図９は，年中Ｃクラス・Ｄクラスにおける条件別に

みたどなり声の程度を示したものである。年少と同様

に，条件１または条件２の得点が低いことから，自分

の声があまり聴き取れない状況においてどなり声にな

りやすい傾向にあるといえる。また，条件４の得点が

最も高いことも年少の傾向と同じである。

（３）年　　長

図10は，年長Ｅクラス・Ｆクラスにおける条件別に

みたどなり声の程度を示したものである。年少・年中

とは異なり，条件による得点差があまりなく，ある程

度の歌声で一定して歌唱していることがうかがえる。

また，他の年齢と比較すると概して得点が高いことか

ら，年長においてどなり声ではない歌声の学習効果が

現れ，歌声で歌唱することが定着し始めると考えられ

る。

（４）発達を通したどなり声の変化の検討

このように，年齢によってどなり声になりやすい条

件に相違がみられる。同じ年齢でもクラスによって得

点に差があることは，本調査がクラスごとに異なる課

題を課したこと，その課題はクラスの日常的な歌唱活

動の方法・形態に依存しているため，各条件における

歌唱環境が厳密には統制されず，むしろクラスの雰囲

気や普段の歌唱活動等から生じるクラス独自の特徴を

反映した結果であると解釈できよう。したがって，こ

こでは各年齢を概括的にとらえざるをえないが，発達

を通してどなり声の程度にどのような変化があるのか

を検討する。

年齢別にどなり声の平均得点を示したものが図11で

ある。年少や年中では条件間で得点の開きがみられる

が，年長になると差は少なくなり，どの条件において

も比較的同様な歌声（あるいはどなり声）の程度で歌

っていることが挙げられる。ただし，総じて年長の得

点が高い傾向は明らかである。この点については，三

村ほか（2010）の小学生を対象とした調査８）におい

て高学年になるほど差が少なくなり，どの条件におい

てもどなり声にはならなくなるという傾向と類似して

いる。しかし，本調査の結果が，三村ほかが指摘する

ように音楽学習の成果といえるのか，あるいは発達に

よる身体的変化の影響なのかはここでは明らかにでき

ない。

４．おわりに

本研究では，一斉歌唱活動時の幼児の歌声の実態を

調査し，以下のことが明らかとなった。

第１に，正確な音高での歌唱は，イヤホンで自分の

声をモニターすること，および伴奏による音高の支え
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図８　条件別のどなり声の得点（年少）

図９　条件別のどなり声の得点（年中）

図10 条件別のどなり声の得点（年長）

図11 年齢別のどなり声の得点



があることの２つの要素によって導かれる。自分の声

を聴きながら，あるいは伴奏の音を聴きながら歌唱す

るなど，歌の旋律のガイド役となる音刺激を付帯させ

ることは，幼児がより安定した正確な音高で歌唱する

ための環境づくりに必要なことである。この点は，三

村ほか（2010）の小学生を対象とした調査９）と同様

の結果である。

第２に，年少では，伴奏の要素よりも自分の声をモ

ニターする要素の方が正確な音高での歌唱に密接に関

わっている。前述したように，伴奏も自分の声も歌の

旋律のガイド役となるものであるが，低年齢の幼児に

関しては，伴奏という外界からの音刺激に自分の声を

合わせる操作よりも，自分の声に集中して歌唱する単

純な操作の方が，比較的安定した正確な音高で歌唱す

ることができると推測される。一方，年中および年長

では，伴奏の要素の方が正確な音高での歌唱に密接に

関わっている。

第３に，Ｇ４以上の高い音域よりもＧ４未満の低い

音域の方が正確な音高で歌唱できる。幼児の発声しや

すい音域を考慮すると，Ｇ４以上の高い音域において

正確な音高で歌唱するためには，適切な歌唱指導が必

要であることを示している。

第４に，どなり声の生起はクラスの環境に依存しや

すいものの，一斉歌唱によって自分の声が周囲の声に

かき消されて聞こえにくい状況においてその生起率は

高くなる。しかし，年長ではイヤホンの有無や伴奏の

有無といった条件への依存度が低くなり，どのような

条件下でも比較的一定して歌声に近いものとなる。つ

まり，年長あたりの発達段階において歌唱能力の発達

がみられるといえよう。 （伊藤　真）
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